
シェアサイクルの認知拡大と都
市交通インフラとしての普及を背
景に、近年は狭小地へのステーショ
ン設置要望が増えてきています。
HELLO CYCLINGでは、利用
者と土地オーナーからのステー
ション設置の要望に応えつつ、風
雨や接触による車両転倒など設置
に伴う懸念を解消するため、狭い
スペースにもフィットするシェアサイクルステーションの開発・設置を進めています。最小で自転車2台分のラッ
クが設置できるスペースがあることを条件に、現地調査を行ったうえで安全性を考慮した設置レイアウトや台数
の提案を行っています。また、地域の不動産事業者が自らシェアサイクル事業に参入し、HELLO CYCLINGの運
営事業者になる事例も増えています。海外では、シェアサイクルの普及が地域の不動産価値の向上に貢献してい
るという研究結果も出ており、例えば従来は遠かった鉄道駅や主要施設、地域商店等へのアクセスがシェアサイ
クル設置により改善されるなど、その設置メリットは大きいです。狭小地へのシェアサイクルステーション設置
は単に遊休用地の収益化という直接的な収益効果を超えて、不動産価値の向上や地域経済の活性化など、街全体
への好循環を生み出す可能性を秘めています。
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